§20．年少・生産年齢・老年人口構成の兵庫県内の市別の三色三角バブルグラフ
総務省統計局統計データ「社会・人口統計体系」http://www.stat.go.jp/data/guide/download/ssds/index.htm  から，「統計でみる市区町村のすがた2009」をクリック，その中の「I基礎データ」で「A 人口・世帯」の前§19と同じExcelファイルをダウンロードする。その中の年少（15歳未満）・生産年齢（15歳～64歳）・老年（65歳以上）人口の兵庫県内市別データを用いて，2005年の人口構成比の三色三角バブルグラフを描く。バブルの面積は人口の規模に比例させる。⑩ §17の⑩の前半と同じ操作で兵庫県内市別の2005年の年少・生産年齢・老年人口構成比の「小」三色三角バブルグラフを作画

下記の図は，Word上のすべての兵庫県内市名の吹き出しを提供するためのものである。
[image: image1.png]o

Sizethrea ratio

i gl e A R RN IR S S il o i

Ternary Diszfan Scale











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































↑ｙ(赤)：老年人口構成比








→ｘ(緑)：年少人口構成比





ｚ(青)：生産年齢人口構成比





バブルの面積：人口総数に比例
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この部分の拡大図は次のグラフ





神戸(a)








川西(q)





三田(s)





伊丹(h)





宝塚(n)





加古川(k)





明石(d)








西宮(e)








角度：老年／年少人口比率に比例





姫路(b)





尼崎 (c)











加西(t)





小野(r)





篠山(u)





高砂(p)





三木(o)





西脇 (m)





赤穂(l)





豊岡(j)





相生 (i)





芦屋(g)





洲本(f)








養父(v)





丹波(w)





南あわじ (x)





淡路(z)





宍粟(A)





朝来(y)





加東(B)








たつの(C)
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